keiyodoshi + na / no ni tsuite by スワン 彰子
形 容 動 詞+「 な」/「の 」 に つ い て
ス ワ ン 彰 子
本稿 で は 中級,上 級 の学 生 の 閲で 問題 とな る形 容 動 詞 の扱 い方,す なわ
ち 「な」 形 態 の連 体 修 節 用 法 と 「のゴ 形 態 の連 体 修 飾 用 法 に つ い て 述 べ
る。 「孤 独 な人 」 なの か 「孤独 の人 」 なの か.辞 書 に よ り 「な」 「の」 の扱
い に違 い が見 られ るが,ど の よ うに違 うの か。実 際 に辞 書 か ら形容 動 詞 を
全 部 抜 き出 して比 較 し,検 討 してみ る こ とにす る。
次 の四頁序 で言舌を進 め て い く こと にす る。
1形 容 動 詞 につ いて
II辞 書 で は ど の よ うに扱 われ て い るか。
1外 来 語








何 を伝えようとして使 っているのか といったいろいろの要素 が加わって・
その単語の文法上の機能 というものが決まってくる。
「岩波国語辞典」 の品詞概説によると,国 語では形容詞が余 り豊 かでな
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か った。 そ の不 足 を補 うた め に発達 した 品詞 が,形 容 動 詞 で あ る と述 べ ら
れて い る が・玉 村 文 郎(pp千 一11)に よ る と,形 容動 詞 は和 語 中心 の形 容 詞
の限界 を補 うも の と して 増 加 した と簡 単 には 言 い きれ ない と述 べ て い る。
ある語 に お いて は形 容 動 詞 か ら転 成 して,形 容詞 が うまれ た もの(例 「暖
か な り一 暖 か い」 「四 角 な り一 四 角 い」)も あ り,そ の時 代 に そ の言葉 が ど
の よ うに機 能 し,ど の よ う に変 わ って きた か は,そ の 時代 の必 要 性 が生 み
だ した も の と思 われ る。目ま た そ の言葉 びい くつ か の 品詞 を兼 ね備 えて いた
り,文 法 的(機 能 的)に 似 て い る もの もあ る のは 当然 の ことで あ る。
本 稿 で考 慮 した い の は,品 詞 分類 の優 劣,是 非 で は な く,実 際 面 で外 国
人 の学 生,特 に中,上 級 レベ ル にお け る学 生 に と って 問題 とな る形 容 動 詞
の連 体形 と して 「帽 な」 が使 わ れ るか,あ るい は 「～ の」 か,そ れ と も両
方 と も可 能 な のか で あ る。 例 え ば,「 独 特 な」 な の か 「独 特 の」 なの かで
あ る。 ク ラス で使 用 す るた め に吹 き込 ん だテ レ ビの ニ ュー ス で は,す べ て
r独特 な」 が使 われ て いた が鋤上 に も述 べ た よ うに そ の言 葉 の前 後 に ど の
よ ラな言 葉 が使 わ れ て い るか を考慮 しな けれ ばな らない と思 う。
本 稿 で は 「な!の 」 の一 応 の 目安 と して,目辞 書 で は どの よ うに扱 っ て い
るか を調 べ る こ と にす る。
II辞 書 で は どの よ う に扱 わ れ て いる か
こ こで は 「形容 動 詞 とは,そ の物 の実 体 で は な く,性 質 ・状 態 を形 容 的
に属性 概 念 と して表 わ され る もの と し,,活 用 につ い て は塚 原 「形 容 動詞 と
体言 お よび 副 詞」(P.43)〉 の三種 の分 類 法 に従 うこ と にす る。 三 種 の分 類
法 とは
第 一型 形 容動 詞 語 幹(静 か)「 だ ろ ・だ っ ・で ・に ・だ ・な ・な ら」
第 二型 形 容動 詞 語 幹(無 限)「 だ ろ ・だ っ ・で ・に ・だ ・な1の ・な ら」
第 三 型形 容 動 詞 語 幹(同 じ)「 だ ろ ・だ っ ・で[・に ・だ ・語 幹 と同形 ・な
ら」
こ こで は 第 一 と第 二 形 容 動詞 の 連 体 形 につ いて 叛 い・ 「～な」 あ る い は
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r～ な3とr一 の」 の両 方 が可 能 な場 合 を考 え る。
1外 来 語(漢 語 は含 ま な い)
2和 語,漢 語 につ い てみ て い く。・
岩 波 のr国 語辞 典 』 と三 省 堂 の 『新 明解 国語 辞 典 』 を使 い,連 体 形 の
「一 な」,「 ～ の」 の扱 い につ いて,ど の よ う に違 うか を比 較 し,そ れ につ
い て検 討 す る。
岩 波 と三 省 堂 の辞典 の本 質 的 な違 いは,岩 波 の 方 は,形 容 動 詞 の場 合,
細 か い表 示 が な され て い る。 連 体形 は 「解な 」 だ け が可 能 なの か,「 厚 の」
も可 能 な の か,ま た 品 詞 と して 形容動 詞 とは認 めず,名 詞 と して 扱 って い
る場 合,形 容 動 詞 の機 能 も含 まれて い る と思 われ る もの に は 「一 の」 だ け
で な く 「～ な」 の表示 も な され て い る。
三 省 堂 の方 は名 詞,副 詞 の うち 「_■ 形 容動 詞 と して の用 法 を併 せ 有 す
る も のは名 詞 の ほ か に連 体 形 に 「～ な」,連 用 形 に 「～ に」 の用 法 が あ る
もの とい う説 明 が な され 」(p・5),形 容 動 詞 の連 体形 は 「～ の」 も可 能 か
ど うか の表 示 は特 に され て い なン》。
こ こで筆 者 が行 な った 作 業 は,上 述 の二 っ の辞 書 か ら形 容 動 詞(名 詞 と
して扱 わ れ て い る もの も 「一 な」 と い う形 容 動 詞 と して の機 能 を認 めた も
のは す ぺ て取 り上 げ た〉を全 部抜 き出 し,連 体 形r～ な」,r一 の」 の機 能
につ いて比 較 した。
1外 来 語
形 容動 詞,あ るい は形 容 動 詞 の機 能 を もっ た外 来 語 と して表 示 され て い
る言葉 を調 べ た ところ,そ の ほ とん ど(98%)は そ の原 語 で は形 容詞 で あ っ
た。(も ちろ ん形 容 詞 だ けで な く,動 詞,副 詞,名 詞 とい っ た機 能 を も兼
ね 備 えて い る言葉 もた くさん ある)
原 語 で は 形容 詞 → 外 来 語 で は形 容 動 詞
e.g.s正mple形 容 詞,1名 詞 シ ンプ ル 形 動
原 語(英 語)で は*名 詞 で,形 容詞 と して の機 能 を もっ て い な い 言 葉 は
Semi-documentaryとnonse鞠eの 二 つ だけ で あ った。 日本 語 の 「セ ミ
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ドキ ュメ ンタ リー」(岩 波)は 名 詞 ・ また形 容 動詞 の機 能 を あ らわす 連 体 形
「厚 な」 の表 示 も され て い る。 これ は半 記録 的 な作 品 と い う日本 語 の意 味
か ら形 容 動 詞 の機 能 を も った 言 葉 と され た の では な い か と思 わ れ る。 「ナ
ンセ ンス」 も英 語 で は 名 詞 で あ る が,日 本語 で は 名 詞(岩 波)以 外 に形 容 動
詞(岩 波,三 省)と して扱 われ て い る。 これ は 日本 語 の訳 のr馬 鹿 な・ 馬 鹿
げた」 か らきた も の と考 え ら れ る。(*THEKODANSHAENGLISH
JAPANESEDICTIONARYで は 名詞 扱 い で あ るが,KENKYSHA'S
NEWENGLISHJAPANESEDICTIONARYで は ■`Semi.documen.
tary"はnounとadj.,"nonsense"はnounとattrib,adj,と して扱
われ て お り,そ の 原 語(英 語)で は,形 容詞 の機 能 も含 ま れ て い る。)
外 来 語 で は,和/漢 語 に比 べ,岩 波 と三省 堂 の辞 書 で の形 容 動 詞 の扱 い
に違 いは あ ま り多 く見 られ な か っ た。 違 い の見 られ た も の を下 記 に掲 げ る
と,
エポ ック メー キ ン グ目
デ カ ダ ン
ス トレー ト
オ ー プ ン













(下線 部 分 は違 い を表 す〉
上 記 の エ ポ ック メ ー キ ング と デ カダ ンは 連 体 形 にr～ の」 を認 め るか,
認 め な い か の違 い が現 われ て い る。 「ス トレー ト」 の揚 合,「 解 な」 を使 う
か 「酎 の」 を使 うか に よ って,意 味 が違 う揚 合 も あ る が,岩 波 で は 「～
な」 は認 めて い な い。 例 えぱ,ス トレー トの ブ ラ ンデ ー,ス ト レー トの フ
ォ ァボ ー ル と い う場 合 の よ う に異 質 の もの が ま ざ って い な い,あ る い は連
続 して 同 じ こ と がお こ る揚 合 には 「～ の」 しか使 えず,ま っす ぐな と い う
意味 で は ス トレー トな球 とい うよ うに 「醒 な」 も使 え る。 オ ープ ン とオ リ
ジナル は基 本 的 に は 「な」 も 「の」 も認 め る もので,名 詞 の 中 に形 容 動 詞
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の機 能 を持 った 「な」 を認 め るか,形 容 動 詞 の中 に 「の」 の機 能 を認 め・
名詞 を別 の 品 詞 と して扱 って い るか の違 い で ある。 開放 的 と い う意 味 で 使
うか,来 月 オ ー プ ン の店 とい うよ うに使 うか によ り 「な」 か 「の」 か が決
ま る。 オ リ ジナ ル も独 創 的 とい う意 味 で 使 うか ・複 製 で は な い と い う意 味
で 使 うか に よ っ て 「な」,「の」 の選 択 が決 ま る。
今 後 の 外 来 語 の 形 容 動 詞 化 の傾 向
今 まで 見 て き た よ うに外 来 語 の原 語(こ こで は ほ とん ど英 語 と考 え る〉で
形 容 詞 の ものは 日本 語 とし て取 り入 れ られ る時 に は[飼+な]の 形 で形 容 動
詞 化 され や す い と言 える の で はな い か。 日本 語 の辞 書 に は載 って いな か っ
た が,rich,bigに 「な」 を付 けた 「リ ッチ な」 「ビ ッグ な 」 も現 在 で は使
わ れ,ま た形 容 詞 だ けで な く名 詞(elegance)に 「な」 を付 けて形 容 動 詞
化 した言 葉(エ レガ ン ス な)も 使 わ れ て)・る とい う こ とで あ る(TheJapan
Times)。rheatな 」,rcheapな 」 とい っ た外 来 語 の原 語 で短 い音 節 の 言 葉
の形容 動詞 化 が今 後 も っ と進 む ので は ない か と思 わ れ る。
2和/漢 語 に つ い て
外 来 語 と同様,岩 波 と三省 堂 で扱 い の違 う もの を抜 き出 し,そ の後 「ノ/
ナ」 の違 い を確 か め る 目的 で,研 究社 のNewJapanese-Engli曲Diction-
aryで 下 記 の下 線 部 分 の 違 いは ど う扱 われ て い るか を調 べ,下 線 部 分 の扱
い と同 じ扱 い を して い る揚 合 には言葉 の左 に○ をつ け・ また 例 文 の載 っ て
い る もの につ い ては 例 文 を載 せ た。(研究 社 の辞 書(今 後 」一EDict.と 略 す)










































岩 波 三省 堂.」 一EDict,
淫乱 名 ノ 、'ナ ナ
淫隈 名 ノ ノナ ナ
有頂天 名 ノ ノナ ナ ∫二
裏腹 名 ノ ノナ ナ/二
麗 ら ダ ナ/ノ ナ ノナル/二
浮気 名 ノ/ナ ナ 浮気豊 虫
得手 名 生/二・
大掛 か り ダ ナ/ノ ナ/二
大柄 名*生 ノニ,ノ 大柄空 人
*大柄 は
























名 ナ/ノ'ナ/ニ ノノ 小柄 な人,小 柄 の模 様〉
名 ダ ナ イノ ナ!二 大幅 の値 上げ
名 ノ/ナ 名
名 ナ/二





名 ノ ノナ ナ/二
名 ∠!ナ ナ/二
副 ダ ナ/∠ 副
名 ノ/ナ*ナ*/二 過重の仕事
*E -JD呈ct .に はナの使 い方 は載 っていない
名 ノ/ナ 名
名 ノ/ナ ナ/二
名 ノ ノナ目 ナ/二
名 ノ/ナ 名






*名詞 として 分類 されて いるので,こ こでは∠ も認 めるも
の と考 える。













































































ナ ホ が らん ど うの 僧









ナ/二 寛 容 の精 神
ナ 希 少 の 一
副1名*
*厚 の とい う例 が あ るの で 名詞 と し


















副 ぐに ゃ ぐに ゃ の ～
ナ













































































































































































































































































































































































































名 ナ寒ノニ.名 詞扱 いのみ
ナ





































寧ノ と して の扱 いな し


















































































































































































































































































































































































































































































































































































超凡 名 ノ ノナ
直角 名 ノ/±
著名 名 ∠/ナ
ちんち くりん 名 ノ/ナ
沈着 名 ダ ナ
沈痛 名 ノ ノナ
陳腐 名 ノ/ナ
ちんぷんか んぷ ん 名 ノ ノナ
O通 俗 名 ∠/ナ






低廉 名 ノ ∫ナ































特殊 の 性 質,特 殊 の 目的
〔one'sqw嚇 鰍ure)
独特 のや ジ方


























































































































































































































































































目本 特 有 の花











































































































































*ナ としての扱 いな し
























































































































































































































































































































































































































































名 ダ ナ ノノ








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































余 分 な もの
よれ よ れ よれ の ズ ボ ン







今 まで外 来 語,和 ノ漢 語,形 容 動 詞 につ い て見 て きた が,辞 書 に よ り形
容 動 詞 の浦 え方 が違 い,そ れ に伴 い,「 ノ」 「ナ 」 の選 択 に も違 い が は っ き
りと現 わ れ た。 た だ し外 来 語 にお いて は 辞 書 問 で 大 きな違 い は見 られ な か
った。 和!漢 語 の場 合,岩 波 で は 名 詞 の中 に形容 動 詞 の機 能 も認 め られ る
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揚 合 は 「ノ」 も使 わ れ る と して あるた め・ こ こ の リス トに掲 げ た 形 容 動 詞
と して の 「ノ」 「ナ 」 の扱 い の違 う もの605の うち432の 言 葉(」 一ED1ct,
で 「ノ」 扱 い が確 認 され た もの は含 ま な い)は,岩 波 で は 「ノ」 扱 い して
い るが・ 三省 堂 で は そ うで な い もので あ る。
口語 資 料 に比較 的 「な(る)」 形態 の もの が 多 く,文 語 資料 に 「の」 形 態
の もの が多 い。 鈴 木 氏 の現 代 小 説十 九 種 の資 料 をも と に した連 体 修 飾 に お
け る 「な(る)」 形 態 を持 つ語 の数 と 「の」 形 態 を持 つ語 の数 の数 値 の合 計
を見 る と,そ れ ぞ れ432と11千 と い うよ う に 「な(る 〉」 形 態 の もの の 方
が は るか に多 い こ と が わ か る。 また鈴 木 氏 は 「漢 語 ナ リ活 用 形 容 動 詞 の史
的性 格 につ い て」(PP.379-403)の 中 で 「な(る)」 形 態 の連 体 修 飾 用 法 と
「の」 形 態 の連 体修 飾 用 法 につ いて 次 σ)ように述 べ られ て い る。
形 容 動 詞 が物,人,事 で はな く,そ れ らの属 性 を表 す 意 味 を持 つ こ
と と,連 用 修 飾 用 法 ま た は連 体修 飾 用 法 を持 つ こ と とは表 裏 一 体 の事
で あ るか ら,連 用 修 飾 用 法 また は連 体修 飾 用 法 を持 つ語 は ・ 当然 属 性
を表 す意 味 を持 つ と推 定 され る。 た だ し,連 体修 飾 用 法 で属 性 を表 す
意 味 を持 つ こ と を 示 す の は,「 な(る)」 形 態 の連 体 修 飾 用 法 だ け で
「の」 形 懇 σ)連体修 飾 用 法 はい さ さか異 な る と思 わ れ る、 「な(る)」 形
態 がほ とん ど形 容 動 詞 の連 体修 飾 用 法 に しか用 い られ な い の に 対 し
て,「 の」 形 態 が名 詞 や副 詞 に も用 い られ る点 にそ の違 い は現 わ れ て
い る。...「 の」 形 態 の達 体修 飾 用 法 は お お か た は属 性 を表 さな い の
で あ るが,「 金 の時 計 」 の よ う に属 性 を表 す揚 合 の あ る こ と を考 慮 す
るな ら,積 極 的 には属 性 を表 さ ない とい うの が適 切 で あ る。
『口語 文 法 講 座 』(pp .34-44)で は どの よ うな揚 合 に 「な」 形 態 あ るい は
「の」 の形 態 の連 体 修 飾 用 法 を取 るの か の あ る程度 の 分類 分 け は 掲 げ て あ
る が,「 の!な 」 連 体 修 飾 は ど んな言葉 に係 っ て い くか,そ の言 葉 の性 質
〔例 形 式 名 詞,抽 象 名 詞〉や慣用 句 と して使 わ れ て い るか ど うか(例 偶
然 の一 致)ま た 史 的 変 化 に よ り使 い方 が 変 わ っ て き た も の等 い ろ い ろ な 要
素 が含 まれ て い るた め,厳 密 な分類 は しに くい と思 わ れ る。 また渡 辺(p・
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387)が 述 べ て い る よ うに形容 動 詞 と認 定 さ れ て い る語 で も 「の」 を伴 う
か らとい って必 ず し も連 体 修 飾 語 とは認 め られ な い揚 合 も あ り・修 飾 す る
語 の種 類 に よ って は名 詞 の連 体 法 と考 え られ る場 合 も ある。 初級 の 日本 語
の教 科 書 で は 「の」 を と るか 「な」 を と るか の説 明 は 特 に して お らず,た
とえばLeamJapanese〔p68)で はNafomloccurs玉mmediatelyafter
theadjectivalnom血atives・ とい うよ うに 「な」.だ け を取 り上 げ て い る。
中級,上 級 で は,初 級 で教 えた こ と を も と に形 容 動 詞 の機 能,即 ち連 体修
驚用 法 と して使 わ れ て い る のか,名 詞 の 中 に形 容 動 詞 と同 じ機 能 ボ見 られ
るか ど うか,そ の機 能 が見 られ な い揚 合 は名 詞 の連 体 法 とみ な され るか ど
うか とい った こ と につ いて の説 明 を も う少 し加 えて い く必 要 性 を感 じ る。
「好 きな人!物 」 とい うよ うに 習 っ て きた 学 生 に と って ・ ク ラス で使 った
新開(毎 日新 聞)に 出 て きた 「下手 物 好 き2人 」 「油 っ こい 物好 き互 人 」 の
「の」 の意 味 を理 解 す る こ とは難 しい。 また 特 にア ジ ア系 の学 生 の間 で 問
題 に な る こ とで あ る が,漢 語 形 容 動 詞 の名 詞 化 が多 く見 られ る。 例 えば,
「大規 模 の工 業 団地 の建 設 」(NHKニ ュー ス)の よ うに 「大規 模 」 を名詞
化 し,「 の」 形 態 の連 体 修 飾 用 法 に して しま った 例 が学 生 の商 に多 く見 ら
れ る、 これ は 一 っ には 「規 模 の大 き い」 と い う揚合,「 規 模 」 は 名詞 で あ
るた め,「 大 規 模 」 も名 詞 扱 い した もの と思 わ れ る。 また 「大 柄 な 人」=大
柄 の模 様 」 の よ うに辞 書 で意 味 の違 い がは っ き りして い る もの も ある。 た
だ しそ の言葉 の文 法 的 な扱 い方 には 辞 書 に よ り違 い が あ り,そ れ に よ る
「の
」 「な」 の使 い方 の違 い も 自ず と現 わ れ て く る。
前 に も述 べ た が,「 の」 「な」 の扱 い につ い て,辞 書 の見 出 し に出 て くる
言葉 だ け を扱 うの で は な く,そ の言 葉 の前 後 に使 われ る言 葉 ・修 飾 語 ・被
修飾 語 も考慮 に入 れ な け れ ば な らず,一 概 に 「の」 を使 うべ きか,「 な」
を使 うべ き か は言 えな い と思 うが,こ こで は一 応 の 目安 と して,辞 書 で の
扱 い を中心 に検 討 して み た い。
今 後 の筆者 の課 題 と して 二 二一 ス ・討 論 ・映 画 な ど の中 で の話 し言 葉 や
新蘭,小 説 と い った書 き言葉 の中 で実 際 に形 容 動 詞 が どの よ ラに扱 わ れ て
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い るか を調 べ,統 計 を と り,そ の上 で 「ノ」 「ナ」 の意 味,機 能 を分 析 し
て み る必 要 が ある と思 う。
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